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一
般
質
問

鈴木一彦　議員

新
治
地
区
の
お
く
や
み
放
送
、
行

事
の
中
止
の
放
送
、
火
災
発
生
の

放
送
打
ち
切
り
の
理
由
に
つ
い
て

新
治
地
区
の
防
災
無
線
は
、

お
く
や
み
放
送
と
か
、
様
々

な
行
事
の
中
止
の
放
送
で
あ
っ
た

り
、
ま
た
初
期
の
頃
は
火
災
発
生

の
放
送
も
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

が
打
ち
切
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て

伺
う
。防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
土
浦
地
区
の
整
備
に
当

た
り
、
１
市
町
村
１
周
波
数
と
い

う
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
浦

地
区
と
新
治
地
区
と
で
同
一
の
管

理
運
用
規
程
で
の
運
用
が
求
め
ら

れ
、
規
程
の
改
定
を
行
っ
た
結

果
、
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

庁
内
関
係
各
課
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
自
然
災
害
情
報
や
有
事
情

報
、
気
象
情
報
や
大
規
模
な
火
災

情
報
な
ど
の
情
報
に
限
定
す
る
も

の
と
し
、
４
月
に
新
治
地
区
の
地

区
長
に
そ
の
旨
を
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
各
家
庭
に
は
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
た
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
利
用

に
つ
い
て

・
地
域
防
災
無
線
の
利
用
に
つ
い

て
・
今
後
、
災
害
時
に
お
い
て
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の

か
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
試
験
運
行

に
つ
い
て

質
問

総
務
部
長

防災行政無線
川原場明朗議員

土
浦
協
同
病
院
新
築
に
対

す
る
土
浦
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

土
浦
協
同
病
院
の
移
転
候
補

地
と
し
て
厚
生
連
は
、
市
提

案
の
真
鍋
地
区
で
な
く
、
お
お
つ

野
地
区
を
逆
提
案
し
て
い
る
が
、

こ
の
問
題
を
ど
う
打
開
し
よ
う
と

す
る
の
か
。
ま
た
、
お
お
つ
野
地

区
に
候
補
地
が
決
定
さ
れ
た
場

合
、
建
設
助
成
費
を
ど
う
す
る
の

か
伺
う
。

土
浦
協
同
病
院
の
移
転
・
新

築
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
、
市
民
の
利
便
性
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
観
点
、
そ
し
て
最

大
限
の
支
援
策
を
含
め
て
、
最
善

を
尽
く
し
て
真
摯
に
対
応
し
て
き

た
と
こ
ろ
、
土
地
選
定
結
果
を
協

議
す
る
土
地
選
定
委
員
会
を
開
催

す
る
と
の
通
知
が
届
い
た
。
そ
し

て
、
厚
生
連
の
理
事
会
で
移
転
候

補
地
の
検
討
が
行
わ
れ
た
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、
移
転
先
が
お
お

つ
の
地
区
で
あ
れ
ば
極
め
て
遺
憾

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
の
支
援

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
。

質
問

市
長

荒井　武　議員

安
心
・
安
全
・
住
ま
い
る

助
成
制
度（
浸
水
対
策
助
成

に
つ
い
て
）

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
等
の
冠

水
対
策
に
は
、
雨
水
側
溝
や

都
市
下
水
路
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
整
備
に
は
時
間
と
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
日
立

市
で
実
施
し
て
い
る
、
大
雨
等
に

よ
る
住
宅
浸
水
被
害
を
防
止
す
る

た
め
の
工
事
を
行
う
経
費
の
一
部

質
問

を
助
成
す
る
事
業
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

日
立
市
と
同
様
の
助
成
制
度

を
導
入
し
て
は
と
の
提
案
で

あ
る
が
、土
浦
市
と
日
立
市
で
は
、

地
形
の
条
件
も
違
う
の
で
、
市
と

し
て
は
、
市
民
が
浸
水
被
害
に
対

し
て
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て

い
る
雨
水
な
ど
を
速
や
か
に
排
除

す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
を
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

・
霞
ヶ
浦
水
質
浄
化
に
つ
い
て

・
安
心
・
安
全
・
住
ま
い
る
助
成

制
度
に
つ
い
て

建
設
部
長

栁澤　明　議員

中
学
校
教
科
書
採
択（
選
定

の
過
程
、
結
果
の
公
表
、

決
定
権
者
）に
つ
い
て

今
年
は
４
年
に
１
度
行
わ
れ

る
教
科
書
採
択
の
年
で
、
こ

の
国
の
未
来
を
背
負
っ
て
立
つ
子

ど
も
た
ち
の
将
来
は
、
ま
さ
に
教

育
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
教
育

の
基
本
と
な
る
教
科
書
の
選
定
は

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
の
選
定
の
過
程
や
結
果
は
公
表

質
問

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
決
定
権
者

は
誰
な
の
か
を
伺
う
。

教
科
書
の
調
査
の
観
点
は
、

①
学
習
指
導
要
領
の
目
標
達

成
の
た
め
内
容
の
選
択
は
ど
う
か
。

②
内
容
の
程
度
及
び
取
り
扱
い
は

ど
う
か
。
③
内
容
の
配
列
と
分
量

は
ど
う
か
。
④
表
記
、
表
現
は
ど

う
か
。
⑤
体
裁
、
使
用
上
の
便
宜

は
ど
う
か
。
の
５
項
目
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
項
目

を
細
か
く
し
た
観
点
に
沿
っ
て
教

科
書
を
見
な
が
ら
調
査
研
究
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
教
科
用
図
書
選

定
協
議
会
に
報
告
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
選
定
協
議
会
で
は
、
報

告
に
基
づ
き
各
社
教
科
書
を
総
合

的
に
評
価
、
審
議
を
し
て
、
種
目

ご
と
に
１
種
類
の
教
科
書
を
選
定

す
る
と
い
う
手
順
で
あ
る
。
そ
こ

で
の
結
果
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
が
選
定
協
議
会
で
採
択
を
さ
れ

た
教
科
書
を
確
認
し
な
が
ら
審
議

し
て
、
教
科
書
採
択
の
最
終
的
な

議
決
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
結
果

の
公
表
に
つ
い
て
は
、
不
当
な
影

響
等
に
よ
り
混
乱
が
生
じ
な
い
よ

う
、
法
令
に
従
い
教
科
書
採
択
事

務
終
了
後
の
９
月
１
日
以
降
に
な

り
、
採
択
の
決
定
権
者
は
、
教
育

委
員
会
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
中
学
校
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

教
育
長


